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A. 研究目的 
本研究の目的は、中枢性感作症候群と痛

みの強度に基づいて痛みのある患者をサブ
グループに分類し、中枢性感作関連症状を
比較することによって、サブグループの特
徴を特定することである。 
 
B. 研究方法 
リハビリテーション医療が提供されてい

る外来・入院患者143名（平均年齢72.6±13.
6歳）を対象に、中枢性感作症候群の評価と
してCentral Sensitization Inventory-9 
（CSI9）、疼痛評価としてShort-form McGi
ll Pain Questionnaire-2（SFMPQ2）、認知
情動的因子としてPain Catastrophizing S
cale-4、Hospital Anxiety and Depression
 Scaleを評価した。統計解析は段階的に行
った。(1) 中枢性感作関連症状と痛みの強
さの関係に基づいてサブグループに分類す
るために、CSI-9およびSFMPQのスコアをZス
コア化したのちに非階層的クラスター分析
（k-means法）を行った。クラスター数はel
bow法により決定した。次に、CSI9とSFMPQ2
の関係をSpearmanの相関係数を用いて分析
した。そして、クラスター分析で分類したサ
ブグループ間の各変数の多重比較検定を行
った。 
（倫理面への配慮） 
本学倫理委員会承認後、対象者には口頭

にて本研究の発表についての説明を行い、
同意を得た。 
 
C. 研究結果 
クラスター分析の結果、CSI9と SFMPQ2が

ともに軽度、中等度、重度といった 3 つの

クラスター（C1、C2、C3）と、CSI9が高値
でありながら SFMPQ2は軽度といった、CSI9
と痛みが関連していない特徴的なクラスタ
ー（C4）が特定された（図 1）。また、C1-C3
のデータでは CSI9 と SFMPQ2 は正の相関関
係を示したが、C4のデータでは相関関係を
示さなかった。 
多重比較検定の結果、CSI9はともに高値

にあるにも関わらず、SFMPQ2が異なる C3と
C4の違いに着目すると、認知情動的因子に
有意差はみられなかった。CSI9 の各項目で
は起床時の疲労感のみ C3 が C4 より高値を
示したが、その他の項目では有意差はみら
れなかった（図 2）。 
 
D. 考察 
CSI9 および SFMPQ2 のデータからクラス

ター分析した結果、4つのクラスターが抽出
された。そのうち 3 つは CSI9 と SFMPQ2 の
値に正の相関関係がみられた。しかし、1つ
のクラスターは CSI9 のみ高値を示す特異
的なグループであった。また、中枢性感作関
連症状は重度だが、痛みの強さが対照的な 2
つのサブグループが抽出された。2つのサブ
グループの違いについて検証した結果、こ
れら 2 つのサブグループでは認知情動的因
子に違いはなく、中枢性感作関連症状のパ
ターンは非常に類似していることが示され
た。本研究で、中枢性感作関連症状と痛み強
度が関連しないサブグループの存在が示さ
れたことから、中枢性感作関連症状に基づ
いて痛みを伴う患者の臨床状態を解釈する
際には、痛み強度を反映しない場合がある
点を考慮する必要性が示唆された。 
 
E. 結論 
今回の結果から、中枢性感作関連症状と

痛み強度が関連しないサブグループが存在

研究要旨  
入院・外来患者を対象に、中枢性感作症候群と痛み強度のスコアに基づいた非階

層的クラスター分析を実施した。その結果、中枢性感作症候群と痛み強度がともに
軽度、中等度、重度といったクラスターに加えて、中枢性感作症候群は重度だが痛
みは軽度であるクラスターに分類された。そして、中枢性感作症候群はともに重度
だが痛み強度が異なる 2 つのサブグループの違いに着目して、多重比較を用いて検
証した。その結果、2 つのサブグループでは認知情動的因子に違いはなく、中枢性感
作関連症状のパターンも非常に類似していることが示された。  

 
 

23



することが示された。 
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図 1 中枢性感作関連症状と痛みの評価に基づくクラスター分析の結果 

図 2 クラスター間における CSI9 各項目の多重比較結果 
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